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序

本書は、太宰府市が昭和59年度に実施した宮ノ本遺跡の発掘調査

報告書であります。

宮ノ本遺跡は、昭和54年度にその一部が調査され l号墓から我国

初の買地券が出土し、一躍その名が有名になった遺跡であります。

今回の調査地はその東側にあたり、古墳や窯跡、古代の墳墓など

貴重な遺構が発見され、この地域の重要性をあらためて認識させら

れた次第であります。

なかでも、 4号窯跡から発見されました箆書きの文字は、今後考

古学や歴史学をはじめとする多くの分野に問題を投げかけるものと

思われます。

本書が学術研究や郷土研究の資料として、また文化財に対する理

解と認識の資料として広く活用していただければ幸いに存じます。

最後に調査及び報告書作成にあたり、御指導、御鞭撞いただきま

した諸先生方に感謝申し上げますとともに、猛暑の中を連日調査に

参加されました作業員の方々に厚くお礼申し上げる次第でありま

す。

太宰府市教育委員会

教育長藤 喜人



例日

1 .本書は1984年度に実施した官ノ本遺跡(太宰府市大字向佐野字官ノ本201他所在〉の発掘調

査の概要である。

2.本書は古墳、墳墓編と窯跡編の二分冊からなる。

3.調査は1984年7月11日から10月12日まで実施した。

4.調査面積は2731.4rrl、開発対象面積は25，000ばである。

5 .宮ノ本遺跡は1979年度に調査された地点を第1次調査とし、今回実施した地点は第2次調

査として扱う。遺構番号は第 1次調査との統ーをはかるため、古墳、墳墓、窯跡については

前回の継続番号を付した。他の遺構については下記のように示される。

宮2_SX Q02 

CD2次(調査次数〉 ②遺構種別 1 ③遺構番号

6.遺構実測図・測量図及び遺物実測図は、調査担当者の他、岡部大治、山村信楽、狭川麻

子、山田富美、亀山隆、岡戸哲紀が行ない、遺構の写真撮影は調査担当者、遺物の写真撮影

は岡紀久夫、調査地の空中写真は怖)空中写真稲富によるものである。

7.本書の執筆は調査担当者が分担し、各冊の目次に記した。編集は古墳・墳墓篇を狭)11、窯

跡篇を山本が担当した。
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Fig.l 主要遺跡分布図 0/40，000 宮ノ本遺跡は21)



1 .遺跡の位置

大宰府は筑紫平野の南端に位置し、その三方は丘陵に囲まれており、各々の丘陵部には数々の

遺跡が展開している。まず北側の大城山(標高410m)には大野城跡があり土塁や石垣、倉庫群と

いった防衛施設がみられる。奈良時代には大宰府政庁の他、学校院、観世音寺、筑前国分寺、同

国分尼寺やそれらに伴う瓦窯が山麓から平野に至る付近に築かれ、平野の狭小部には水城跡が造

営されている。中世には岩屋城が中腹に築かれると共に山麓には原山無量寺や観世音寺の子院が

点在し、山中には磨崖石塔群も彫られている。東側には大宰府にとって丑寅の方位にあたる宝満

山(標高829m)があり、早くから霊峯として信仰を集めると共に中世には修験道の場となり、ま

た山城となった時期もあった。そのため山中には多くの遺跡が見出され、特に上官祭柁跡は国家

的祭杷を思わせるものがある。

大城山から、水城跡で閉じられた狭い平野を越えると官ノ本遺跡のある低丘陵地帯が広がる。

標高50'""70mのこの一帯には宮ノ本古墳群や牛頚古窯社群、篠振遺跡の中世墓群が知られてい

る。宮ノ本古墳群は4世紀後半から 5世紀前半と考えられているもので今回の調査においても検

出されている。しかし未だこの時期の集落が周辺から発見されておらず、宮ノ本遺跡のある丘陵

から東ヘ張り出す低台地上に今後発見される可能性が考えられる。牛頚窯跡群はこの丘陵を含め

北は春日市の一部にわたる広大な須恵器窯跡群で、太宰府の一帯は、 7'""8世紀に生産活動の最

盛をむかえる。今までに調査されたものとして神ノ前、向佐野、長浦、官ノ本、篠振の各遺跡が

知られ、未調査のものもいくつか残存している。

奈良時代から平安時代にかけて丘陵部の尾根付近は古代官人の墳墓が展開し、宮ノ本 1'""4号

墓は貴重な発見例である。今回の調査においても墳墓は見出されており、この付近一帯が官人の

葬送の場であったことも窺える。

中世では篠振遺跡の土葬墓と火葬施設が顕著であり、宮ノ本遺跡においても火葬施設とみられ

るものが見出され、中世においても大宰府住人の葬地であったことが知られる。 (Fig.l)

こうした貴重な遺跡の展開する丘陵も、日本列島改造計画以来、急激に開発され、今はその大

半が住宅地となってしまっている。所々に残る丘陵の残欠も消滅の危機にさらされており、太宰

府西郊から緑と文化遺産の消えゆく日が真近に迫りつつある。
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Fig.2 宮ノ本遺跡第 1・2次調査全体図(1 : 1，500) 
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ll.調査経過

宮ノ本遺跡は昭和54年に太宰府市立太宰府西小学校建設に伴い発見された遺跡である。

この調査(第 l次調査〉では窯跡3基、古墳6基、墳墓4基をはじめとする諸種の遺構が発見

されるとともに、 l号墓からは我国初出土の買地券、 3号墓からは唐式鏡が発見されるなど話題

を呼び、関係者の努力もあって l号墓と 2号墓は現地に保存されることとなった。

昭和58年度に至りこの太宰府西小学校の東側隣接地に仮称太宰府市立第3中学校の建設計画が

持ち上がり、昭和59年2月から関係各課が集まり調整会議を行ない、埋蔵文化財の事前調査につ

いても併せて協議された。その結果、昭和59年度初夏、宮ノ本遺跡第2次調査として発掘に着手

する運びとなった。

調査関係者は以下のとおりである。

調査組織

調査主体 太宰府市教育委員会

総括 教育長 陶山直次郎(故人〉

庶務 社会教育課長西山義則

文化財係長 黒板 力

文化財係主事阿部大治

調査担当 文化財係技師山本信夫

" 狭川真一
調査参加者(順不同・敬称略・ 10日以上参加〉

亀山 隆 岡戸哲紀 山田富美 狭川麻子

古賀力雄 八柳健之助 松島 勤 八尋信樹

中島タカ子 松島順子 白水カズエ 白水いせの

平田 ソヨ 田原智恵子 高原改良子 白木智枝

田中テル子 萩尾ツチエ 萩尾須磨子 萩尾カネ子

萩尾克義 平田和宏 中村 宏 末次奈穂子

整理参加者(順不同・敬称略)

原野正子 吉田勝子 米川治子 狭川麻子

岩下恵子 国崎笠子

田中平助 大野謙太郎

中島ウメノ 中島タキノ

萩尾マキ子 萩尾万寿子

中嶋はじめ 徳永モモエ

萩尾ナオ 藤崎尚子

松田造国土木(代表松田康美)

山田富美 山村信楽

調査期間中及び整理期間中において次の方々から御指導、御教示を受けた。記して感謝の意を

表するものである。(順不同・敬称略〉

藤沢一夫 水野正好 西谷 正 藤沢典彦 平田定幸 中村 浩

森田 勉 赤司善彦 常松幹夫 宮田浩之
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Fig.3 古墳群周辺遺構配置図
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寸斗-----

Fig.4 古墳群主要部地形図(左は調査前)
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皿.遺跡の調査

造成計画区域の中央部分はすでにミニゴルフコース建設時に破壊されているが、周囲の残存す

る丘陵部分には古墳・窯跡・墳墓などの遺構が検出された。

調査区は大きく南北に分けられる。南側は第 l次調査6号墳のあった主丘から東へ舌状に張り

出す小支丘で、支丘基部に大破した古墳1基、尾根上に4基の古墳が存在する。尾根北斜面は開

発により地形が若干改変されている。北側は、東西に延びる長い丘陵で、調査区西端の北斜面に

須恵器生産を行なった4号窯、中央部付近北斜面に 5"'8号窯がある。尾根頂部付近には墳墓や

火葬施設がみられる。調査区東側はよく地形が残っており、この東西の尾根から南に舌状に派生

する丘陵の基部に火葬墓2基、その東裾に木棺墓l基を検出した。 (Fig.2) 

CIJ古墳の調査 (Fig.3. 4、Pla.1 '" 8 ) 

(1) 7 号墳

① 外部施設 (Fig.5 ¥ Pla. 2 ) 

東西8.5m(周溝心々間〉、南北は崩

落と調査区域の制約から不正確ではあ

るが約 9mを測る方墳で、ある。墳丘高

は周溝底から1.0'"1. 2mで、ある。墳丘

は地山の一部を成形し旧表土と思われ

る灰褐色土上に最大厚0.5m程度の明

茶灰色土を単純に盛るにとどまる。周

溝は東西2方向を確認したが、北側に

はなく、南側は未調査で判然としな

い。東側周溝の幅1.9m、西側周溝の

幅1.4mを測る。西側周溝の墳丘側面

南端コーナーはほぼ90度近い角度で東

へ曲折し、墳丘南西隅の稜も明瞭で遺

① ④ 

⑫ 

①表 土 ⑤淡茶色土 ⑨明黄白色土

②H音茶色土 ⑥淡茶白色土 ⑬主体音fS理士

③H音菜色土 ⑦明白褐色土 O主体部粘土
④黄茶色土 @B音茶白色土 ⑫主体部(空洞)

父 2 
7斗一一一-----

55.0 m 

⑬明茶灰色土

⑪j炎賞色土

⑬⑪は感土

存状況は良好であった。この隅に対応 Fig.5 7号墳地形図、土層観察図

する西側周溝西壁南端は墳丘側と同様に西へ90度近い角度をもって明瞭に屈曲するが、 7号墳の

西に接して古墳はなく、墓域を画する性格をこの西側周溝は併せもっていたものと推定される。

-8-



② 埋葬施設 (Fig.6、Pla.3) 

成人用の箱式石棺を内部主体とする埋葬施設を墳丘中央に l基検出した。墓墳は墳丘盛土上面

から穿たれたこ段墓墳で、上段の長さ2.60m、幅1.65m、深さO.5m、下段の長さ1.95m、幅

54.3m 

1円1

七出二二

Fig.6 7号墳主体部実測図
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O.85m、深さO.20m(各々最大値〉を測り、下段墓境内に石棺を配す。上段墓墳の輪郭検出時の

観察では北西隅に若干の輪郭線の乱れが確'認された。

石棺の棺外全面は粘土で覆われ、棺外周と下段墓墳の際聞にも粘土が充填され完全に石棺を密

封していた。石棺の構造は小口石を両側石が挟み込む方式で造られ、小口石各々 1枚、側石各々

5枚を使用し、蓋石は5枚で構成され、各石の際問を小石で埋めていた。蓋石の規模は頭位のも

のが最大(最大幅O.9m)で足位に至るにつれ小さくなる。床面には石材を用いていない。棺内の

法量は長さ1.47m、東側の幅O.40m、西側の幅O.30mを測り、天井までの高さO.25mを測る。棺

内は赤色顔料が塗付され暗赤色を呈していた。人骨の遺存は東に頚骨の一部が残存していた。副

葬品は人体胸部付近とみられるところに刀子 lを検出した。

③ 出土遺物 (Pla.15)

鉄製品

万子 (a) 現存長4.6cm、最大幅O.9cm、峰幅(厚さ)O.15cmを測る。関及び柄部分は残存し

ていない

(2) 8 号墳

① 外部施設 (Fig.7、Pla.4) 

東西7.4m(周溝心々間〉、南北は不明で

あるが主体部と北側周溝の心々が約3.5m

であり、推定約7mを測る方墳で、墳丘高

は周溝底から約O.5mで、ある。墳丘は地山

を削り出して成形するが、墳丘北半部で遺

跡全体を覆う黄茶色土と地山面との間に若

干ではあるが盛土とみられる茶白色土が確

認され、当初は簡単な盛土を行なっていた

ものと推定される。

周溝は東・西・北の 3面で確認したが、

北西隅にはなく墳裾を一周しない。周溝の

幅は西側約1.4m、東側約1.0m、北側約

1.1mを測る。北側周溝の西端付近に長さ

/一一一一一一

止 ??
=チキで望雪~¥P三子

①表 土 ⑤茶白色砂質土

②暗茶色土 ⑥主体音[1埋土
③賞茶色土 ⑦主体部(空洞)

2.3m、幅約O.6m、深さO.3mの土境状を

呈する部分 (2S X066)があり埋土上位から土師器高杯片と小型丸底壷片を検出したため、周溝

Fig.7 8号墳地形図、土層観察図

nu 



内に設けられた埋葬施設の可能性が考えられたが周溝との埋土の差異を確認できなかったことや、

周溝埋土の堆積状況とこの土境状遺構の埋土堆積状況が近似すること、遺物が墳丘から転落、散

乱した状況で出土したことなどから、この遺構が埋葬施設であると決定付ける要素は見出し得な

かっTこ。

dj 

54.20m 

Fig.8 8号墳主体部実測図
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② 埋葬施設 (Fig.8、Pla.5) 

墳丘中央と推定される部分に石蓋土境を内部主体とする埋葬施設 l基を検出した。墓墳は二段

掘りされ下段を直接埋葬主体の棺部分に当てている。上段の長さ2.40m、幅1.60m、深さO.45m

(全て検出部分の最大値〉を測り、 7号墳同様検出時の観察では上段掘方の北西隅部に輪郭の乱

れる部分が確認された。主体となる下段は長さ1.85m、幅O.65m、深さO.3m(上端最大値)を測

るが、床面では長さ1.73m、小口部分の幅が東側でO.27m、西側でO.12mを測り、東に頭位を推

定できる。内部には赤色顔料が塗付され暗赤色を呈していた。蓋石は7枚で構成され頭位と考え

られる東端が最も大きく(最大O.8m)、西へ徐々に小さくなる。隙聞は栗石で埋めており、全面

を粘土で覆っている。

主体内からは遺物は検出されなかった。

③ 出土遺物 (Fig.9、Pla.l5)

全て周溝埋土中から検

出された。

土師器

小型丸底壷(1 ) 口

径8.9cm、器高9.5cm、体

部最大径9.7cmを測る。

頚部がかなり上位にくる

とともに内面の屈曲の線

は不明瞭で丸味を帯びて

c
 

いる。口縁部はわずかに Fig.9 8号墳出土土器実測図

内轡し端部を丸くおさめる。口縁部外面から体部中位にかけてはへラミガキを施し、口縁部内面

はハケ目調整である。体部内面及び外面下半は風化が著しく調整は不明である。

高杯 (2) 同一個体とみられる断片を図上で復原している。口径16.7cm、推定器高14.0cm、

脚部最大径4.5cmを測る。外方に聞く口縁部の先端は丸くおさめられる。脚部は面取りされたよ

うな形状を呈している。口縁部内外面及び脚部内面とも風化が著しいが、脚部外面下位にハケ目

がみられ、ハケ自の後にヘラミガキが施される。脚部内面はしぼり痕が明瞭に遺る。

(3) 9 号墳

① 外部施設 (Fig.lO、Pla.4) 

東西長14.5m、南北長推定15m程度の方墳と考えられる。墳丘高は東側裾を規準にして約2.3

つ中



m、西側裾を規準にして約1.4mを測る。墳丘は大半を地山整形によって削り出され、灰褐色土と

暗黄茶色土の単純な盛土を行なうだけにとどまり、現存盛土厚は最大で0.3m程度である。周溝

は明確ではなく存在しなかった可能性がある。墳丘南側に盗掘擦とみられる大きな溝状の撹乱が

あるが、主体部の粘土の一部を崩したところで止まっており、幸いにして内部の破壊には至って

いない。

遺物は墳丘西斜面下位から裾部に至って壷(5・6)、護 (4)が転落散乱したような状況で出

土した他、北側裾部で小型丸底壷 (2)、東側裾部で整(3)の断片が出土した。

② 埋葬施設

(Fig.ll、

Pla. 6) 

墳丘中央部に f ←

割竹型木棺を使 〆
ごl~ιシ

用したとみられ F

る粘土榔 l基をに、九
/' 

検出した。慕境

深さ0.2"-'0.3m

を測る。棺には
③ 

下段墓摸に粘土一ー

を貼りつめた上

に安置され、そ

の後全面を粘土

で覆ったものと

みられるが、粘

は盛土上面から

穿たれると共

に、二段に形成

され、上段の長

さ5.1m、幅2.7

m、深さ0.3"-'

0.7mを測り、

下段の長さ4.1

m、幅0.8m、

ノ
ノ

。

3 m 

④ 

①表 土 ⑥賞茶色砂質土 ⑪暗賞茶色土

②暗茶色土 ⑦暗茶白色砂土(撹乱) ⑫j炎黄色土
③賞茶色土 ⑧茶白色砂土
④茶褐色砂土 ⑨灰色粘土(粘土櫛j ⑬~⑫は盛土

⑤茶白色砂土 ⑬灰褐色土

Fig.lO 9号墳地形図、土層観察図

内
ぺ
U



55.5m 

土層名

①淡賞灰色粘土(茶色斑) ⑤花溺岩風化土

②淡青灰色粘土 ⑥淡背灰色粘土(混砂質フ"ロック)

③暗茶色粘土 ⑦黄褐色粘土

④茶黄色粘 ③丹の浸透

55.5m 

Fig.ll 9号墳主体部実測図

土は上段墓境床面のほぼ全面に貼り巡らされている。棺の長さは約3.1m、幅約 O.5mを測り、

棺中央部の1.4m分に集中して朱が観察された。

遺物は下段墓撲東辺棺外に鉄剣 (7)、墓撰南西部分の埋土上面で底部に穿孔を施した土師器

直頚査(1 ) 

が検出され

た。直頚壷

は主体に伴

う供献土器

と考えられ

る。

Fig.12 

ド--
01Ocm  

9号墳出土遺物実測図(1)

-14-
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Fig.13 9号墳出土遺物(2)
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③ 出土遺物 (Fig.12・13、Pla.16)

土師器

直頚壷(1 ) 口径13.3cm、現存器高14.0cm、胴部最大径13.5cmorくJ字状の頭部からわずか

に内轡気味に立ち上がる口縁は端部でやや外反する。胴部外面下半はへラケズリ、頚部から胴部

中位までの外面ではタテ方向のハケ目を施し、口縁部はヨコナデである。口縁部内面及び外面の

胴部中位以上に丁寧なヘラミガキが認められる。底部は焼成後に穿孔している。内外面共に丹を

塗付した形跡を認める。

小型丸底壷 (2) 口径8.2cm。体部内面はヘラケズリ、口縁部内面から外面にかけてヨコナ

デ、外面全体にへラミガキを施し丹を塗付する。ヘラミガキは口縁部の一部が横方向の他は、タ

テ方向に施されている。

護 (3・4) 3は口径15.4cm。口縁部内外面ともヨコナデ、体部外面はハケ目、体部内面は

へラケズリ調整。 4は口径20.3cmの複合口縁を有するものである。頚部から口縁部への屈曲は小

さく、上段の口縁はやや開き気味に立ち上がり端部を丸くおさめる。体部内面上位及び口縁部内

外面はヨコナデ、体部内面はへラケズリ、体部外面は上位がタテ方向、他はヨコ方向の粗いハケ

自である。

壷 (5・6) 5は口径17.2cm。胴部最大径

29.6cm。口縁部の先端は外方につまみ出され、上

面はわずかに中央をくぼませる。口縁部はヨコナ

デされ、体部内面はヘラケズリ、体部外面は上位

をほぼヨコ方向、中位以下をほぼタテ方向のハケ

目で仕上げる。 6は口径18.4cm、胴部最大径31.2 

cm。わずかに開く口縁部の先端はほぼ平坦におさ

周するか否かは決定できない。

ケ目で仕上げる。

鉄製品

剣 (7) 検出時から先端が折れていて欠損部

は錆で覆われていると共に図上復原を試みたが幅

の上で連続性がなく、埋納時点ですでに欠損して

54.0m 

土層名一覧

いた可能性も考えられる。復原全長49.0cm、刃部 ①表 土 ⑤黄茶色砂質土(周溝上里土)

一 ②時茶色ごl: ⑥精寅茶色土(周溝埋土)

最大幅O.6cm、柄は全長9.9cm、最大幅1.5cm、最大 ③黄茶色土 ⑦空 洞(棺内)

④賞茶色土(周溝上層捜土) ③時茶白色←仁・灰色粘土フ自ロック混入

Fig.14 10号墳地形図・土層観察図
厚O.2cm。

-16-



(4) 10 号墳

① 外部施設 (Fig.14、Pla.7) 

一辺6.5m(周溝心々間〉内外の方墳と推定されるが、土砂の流出が著しく決定する要素を欠

く。墳丘盛土は全て現存せず、表土及び丘陵全体を覆う黄茶色土を除去すると主体部の石棺が露

1m 

ヴ

i
t
i
 



出する状況であった。

周溝は東側がごく浅い状況で検出され、西側はその北端が明瞭な他は浅い。西側周溝は北端で

立ち上がり、 7・8号墳と同様の形状を示すものと判断される。

遺物は東側周溝埋土中に壷 (2)、墳丘外東斜面の崩壊土中に小型丸底壷 (3)が検出された。

小型丸底査は崩壊土中検出であるが、 10号墳からの遊離と考えて、一応この項で報告する。

② 埋葬施設 CFig.15、Pla.8) 

箱式石棺である。墓墳は二段に形成されたものと判断されるが不明瞭であり規模は知り得な

い。下段は長さ2.2m、幅0.75mで、内部に箱式石棺を置く。石棺は側石各5枚、小口石各 1枚で形

成され、棺内の長さ1.8m、東小口幅0.38m、西小口幅O.28m、被蓋時の内高0.25m前後を測る。蓋

石は7枚で構成され東側のものほど大きい。石棺は全体を粘土で覆われていたものと考えられる

が、大半が土砂の流出で露出、消失したらしく石棺材の隙間や掘方と石材の間に認められただけ

であった。棺内は赤色顔料が塗付されていた。

遺物は棺内には無く、石蓋上(西から 2枚目)に万子(1 )を検出した。万子は粘土と石蓋の

聞に位置していたと判断されたが中央で、折れ、遊離していた。

③ 出土遺物 (Fig.16、Pla.15)

鉄製品

万子(1 ) 長さ12.0cm、幅1.2cm。柄の部分に木質が遺存している。

土師器

査 (2) 体部にミガキを有する点から査として報告する。口径14.4cm、器高lO.7cm、胴部最

大径14.0cm。緩やかに屈曲する頚部を有し口縁部は大きく開き、端部に至り若干内轡する。底部

は丸いがやや尖り気味である。口縁部及び体部中位以上は基本的にヨコナデで調整しているが、

最終の仕上げはヘラミガキ

である。へラミガキは体部

外面中位以下がかなり粗

く、体部内面に認められな

い他はヨコ方向の整ったも

のである。体部外面の一部

と頚部内面にハケ目が観察

され、体部内面下半は指圧

と粗雑なナデで仕上げられ

る。

m
 

nu 
nu't・』
1
 

Fig.16 10号墳出土遺物実測図
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小型丸底査 (3) 口径9.4cm、器高

10.7cm、胴部最大径10.6cm。頚部は不

明瞭で口縁部もほぼ真直に立ち上がり

端部もシャープさを欠く。全体に器肉

は厚く、粗雑な作りである。

口縁部内外面ともに粗いヨコナデ

で、体部内面はへラケズリ、体部外面

は粗雑なハケ目とナデである。

L ~ 

(5) 11 号墳
Fig.17 11号墳周辺地形図

3m 

① 外部施設 (Fig.17、Pla.7) 

墳丘の大半は過去の造成で消滅し、遺存部分についても明確な規模を知り得る資料は得られな

かっ7こ。

② 埋葬施設 (Fig.18)

Fig.18 11号墳主体部実測図

Q
U
 

1 m 



二段に造られた墓墳を有する箱式石棺を主体とするが、側石 l枚が旧位置を保つ他は遺存しな

い。石棺は他と同様粘土で覆われていたものとみられ、東小口部南辺に若干確認された。 l枚のみ

遺存する側石は南側石最東端のものにあたり、幅0.7m、高さ0.45mで、ある。 7・10号墳の石材に較

べかなり大きく、石棺の規模も前者より大きかったものと推定できる。遺物は検出されなかった。

[2J墳墓の調査

(1) 5 号墓

①立地 (Fig.20、Pla.9) 

調査区北辺丘陵の中央付近で尾根の起伏による一段低くなった地点に形成されている。現況は

二段に造成されていたが、この造成は後世のものである。この同じ地点には後述する火葬施設と

みられる 2S X016、2S X040がある。

②遺構 (Fig.19、Pla.1l)

長軸1.03m、短軸0.78m、深さ0.17mを測る歪な長方形状を呈している。床上には長さ0.3m内

外の石を2個据えており、棺台としたものと思われる。外壁は垂直気味に立ち上がり、床は中央

がやや深いがほぼ平坦である。

埋土は暗茶褐色系の土であるが、

最下層と中間層には炭化物が多

く検出された。棺台とするこつ

の石の聞から鉄釘5点と焼骨小

片を検出した。鉄釘は遊離した

状況であった。床に小ピットを

検出したが、直接関連するか否

かは不明である。壁は焼けてい

ない。出土した骨片や土墳の規

模などから火葬墓と考えている

が、火葬施設に類似の形状があ

り、その可能性も否定できない。

記官~鱗-

1m 

Fig.19 5号墓実測図
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Fig.20 5・6号墓周辺遺構配置図

可
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Fig.21 5号墓出土釘実測図

鉄製品

釘(1・2) は現存長3.2cm、茎

部幅O.4cmo 2は現存長1.9cm、茎部幅

O.3cm。両者とも茎部中位で故意に折

り曲げられている。先端部は遺存して

いない。

(2) 6 号墓

①立地 (Fig.20、Pla.9) 

調査区北辺中央の主丘が北ヘ折れま

がる付近の頂部から西側にやや降った

地点に所在する。後述する 7・8号墓

の背後の丘陵からみれば南ヘ舌状に延

びた支丘の先端部付近に位置すること

になる。周辺には火葬施設とみられる

2 S X045や土師器撃を埋置した 2S 

X055などがある。

②遺構 (Fig.22、Pla.11)

長さ1.18m、南小口幅O.85m、北小

口幅O.7m、深さ約O.2mを測る隅丸長

方形のプランを呈する釘を使用する木

棺慕である。

鉄釘は四隅を中心に発見されたが、

全て遊離しており原位置を保持すると

考えられるものはない。また全ての鉄



釘 (1"-'5) 茎部幅0.5cm、長さは最も

よく遺存するもので7.1cmで、ある。全て茎

部中位やや頭部寄りと端部近くの 2箇所で

折り曲げられ、「コ」字状を呈している。中

位の屈曲はほぼ90度に近いが端部のそれは

やや外方へ傾く。 2"-'5は木質がよく遺存

しており、頭部から1.5"-'2.0cmの付近で、全

て木目が異方向に走り、板材の厚さを知る

ことができる。中位の屈曲部以下は本図に Fig.22 6 号墓実視IJ~

おける上面に木質を遺すものもあるが下面にはなく、先端部付近では再び木質を全面に認めるこ

釘は「コj字形に折り曲げて使用されたも

のとみられる。

遺物は鉄釘の他に中央やや北寄りの埋土

中からガラス小玉2点を検出した。

③ 出土遺物 (Fig.23・24、Pla.l7)

鉄製品

一錠竺密議-

支
出
土
地
点

とができる。頭部の形状は平坦で原形を保っており、鈴として使用されたとは考え難い。

ガラス製品

小玉 (6・7) 6は径0.4cm、高さ0.3cm、穿孔径0.2cm、7は径0.4cm、高さ0.4cm、穿孔径

0.15cm。両者とも平面円形で、淡青白色を呈する。
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Fig.23 6号墓出土鉄釘実測図

(3) 7・8号墓及び関連遺構 。02
と二ニゴ

Fig.24 6号墓出土玉実測図
①立地 (Fig.25・26、Pla.10)

6号墓のある丘陵の北端は一段高く隆起し円丘状を呈している。 ここカミ

つ臼つム
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ら南東方向へ舌状に派生する小支丘があり、支丘基部の頂部にテラス状遺構 2S X054を形成し、

そのテラス部分に 7・8号墓を造

営している。 7・8号墓には切り

合い関係はなく、 2 S X054内部

においても遷地に優劣は認め難

¥¥¥¥  

Fig.26 7・8号墓周辺遺構配置図

n斗ゐつ'ω

し、。

なお両墓とも中央に大株が存在

したために埋置穴の一部が破壊さ

れ、 7号墓は根の巻き付きで蔵骨

器が遊離し原位置を保たず、 8号

墓は伐採時に重機が直上を走行し

たらしく原位置を保つものの押し

つぶされていた。

②遺構 (Fig.26・27、Pla.12)

2 S X054 

墳墓の報告に先立ち、造成遺構

の解説を行なう。

この遺構は支丘基部の傾斜交換

点付近をテラス状に造成したもの

で、そのテラス部分の規模は南北

3.0mx東西3.2mの不整方形状を

呈し、段は約0.5mの高さを有し

ているO この 2S X054は墳墓の

背後だけでなく北方に3.5mほど

延長され、その前面も若干ではあ

るがテラス状を呈し、そこには2

SX056、057などの土境状遺構が

存在する。埋土の観察では 2SX

054の全てが同一埋土で、この段

の形成された前後関係は知り得な

いが、立地から 7・8号墓に伴う

ものが先行した可能性が強いと思
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8号墓
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Fig.27 7・8号墓 2S X054実測図

われる。

7 号墓

株の撹乱で多くを失うが径O.3m内外、深さO.25mの円形小ピットを埋納穴とし、内部に須志

器短頚査を蔵骨器として埋置していた。内部に骨の遺存はなかったが、火葬墓としてとらえてお

く。

8 号墓

株により上部を欠失するが、径O.25m、深さO.25mの円形小ピットを埋納穴とし、須恵器長頚

査を容器とし、土師器t宛を蓋とする蔵骨器を正位で埋納していた。内部に骨の遺存はなかった

が、火葬墓としてとらえておく。

2 S X056 

2 S X054東端付近で検出した須恵器薬の胴部の散乱地である。検出時は大破していたが全て

の破片が接合した。

2 S X057 

長さO.55m、幅O.45m、深さO.3mの土境状遺構で、東側は他の土墳と接していて、輪郭を明確に

Fhυ 
つん



し得なかった。埋土上面に須恵

器 1点を検出した。

③ 出土遺物

7号墓出土土器

(Fig.28、Pla.17)

須恵器

壷蓋(1 ) 口径16.7cm、器

高4.5cm、天井部径15.3cmで、

天井部中央にボタン状のツマミ

を貼り付ける。天井部は平坦で

やや外方に聞き気味の体部を有

し、端部は平坦に近い。体部内

外面ともヨコーナデ、天井部外面

は回転ヘラケズリ、内面はナデ

である。体部に火ダ、スキ痕が認

められる。

短頚壷 (2) 短い頚部はわ

ずかに外方に聞き気味で、口縁

端部は平らにおさめている。わ

ずかに内轡する肩部から円くな

だらかな曲線で胴部にいたる。

胴部は直線的で、服部下位から

底部にかけて内轡し稜を有す

る。高台は低く、台形状を呈し

ている。端部は平らであるが、

高台径は小さい。胴部と肩部の

境付近に幅4.5cmの把手を一対

配している。胴部の下方3分の

l程を回転ヘラケズリするが他

はヨコナデ調整である。口径

13.6cm、器高16.4cm、高台径

11. Ocm、体部最大径22.3cmを測 Fig.28 7・8号墓出土土器実測図

円。つム



る。

る。肩部にみられる火棒痕は、 lの蓋に遺るものと合致しており同時焼成されたことが知られ

8号墓出土土器 (Fig.28、Pla.l7)

土師器

I宛C (3) 口径19.4cm、器高5.7cm、高台径11.4cm。内轡する体部を有し口縁端部は尖り気味

におさめる。高台は押しつぶされたような四角形を呈するが、わずかに外方に開き気味である。

体部内外面及び底部内面は丁寧なへラミガキ、体部外面下位から底部外面にかけて回転ヘラケズ

リを施す。

須恵器

長頚壷 (4) 口径11.9cm、器高22.8cm、高台径9.2cm、胴部最大径18.3cmを測る。わずかに内

襲撃気味に立ち上がる体部と肩部の境は明瞭で鋭い稜をなす。肩部はわずかに内轡気味で頚部にと

りつく。頚部は外方に大きく開きながら立ち上がり、口縁は外方に折り曲げられ端部を丸くおさ

めるが、口縁部上面は平坦である。頚部中位やや下方に一条の沈線を配する。高台は外方に張り

出すが形状は四角形である。頚部は肩部の上面に接合され、高台は貼り付けによる。口縁部内外

面、体部内外面及び底部内面はヨコナデ、体部外面下半は回転ヘラケズリ、高台を含む底部外面

の大半はヨコナデ、底部外面の中央部は未調整。

2 S X054出土遺物 (Fig.29、Pla.18)

土師器

小鉢(1 ) 東端の埋土中から検出されたもの

で、手控ねである。全体に指頭痕が明瞭に観察され

内面の一部にはタテ方向のナデが若干施されてい

る。口径4.3cm、器高2.5cm。

杯C (3) 口径10.6cm、器高3.7cm、高台径7.9

cm。体部の調整はミガキ a、底部外面は回転ヘラケ

ズリ。 2S X054上面の表土中出土。 8C前・中半。

I宛C (4) 高台径10.4cm。体部内外面及び底部

内面はミガキム体部外面最下部から底部外面にか

けて回転ヘラケズリを施す。 2S X054上面表土中

出土。 8C中・後半と思われる。

銅製品

2は板状銅製品の残欠で四辺の全てを欠失し本来

の形状は全く知り得ない。現存長2.3cm、現存幅0.9

cm、厚さ0.08"-'0.lcmを測る。中位以下が若干返っ

ウーっω

包眼 目2

にl:l

¥一ιJ.
2 S X 057 

10cm 

ニゴ

Fig.29 2 S X 054・2SX057 

出土土器実測図



ているが後に変形したものか否かは決定し難い。

2 S X057出土土器 (Fig.28、Pla.18)

須恵器

杯a(5) 埋土上面に破損していたものの正位で供献されたような状況で出土した。口径

13.8cm、器高3.4cm、底径8.3cm。底部と体部の境は不明瞭で丸い。底部外面はへラ切未調整、他

は風化が著しく判別できない。 8世紀中・後半と思われる。

(4) 9 号墓

①立地 (Fig.25、Pla.10)

7 . 8号墓の在る丘陵の東側

は緩やかに傾斜し、谷部に至る

付近の傾斜変換部を約12mにわ

たって簡単に斜面を造成し、そ

の中央部付近に墓墳を穿ってい

る。

②遺構 (Fig.30、Pla.1l)

1m 

58.30m 

Fig.30 9号墓実視IJ図

墓墳は長さ2.2m、幅0.7m、

深さO.25"'0.45mを測る隅丸長方形で北小口が南小口に対してわずかに幅が広い。内部には鉄釘

を使用した木棺を埋置したものとみられる。釘は29本検出し、床面付近の一部を除いて遊離して

いるが、南北の小口付近に集中して検出された。この釘の位置から推定して木棺は長さ約1.75 

m、幅約O.40mほどに復原できる。

， ....* ・・-
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遺物は墓境中央付近と思われる埋土中から万子 l本を検出した。棺内副葬品か棺外供献品かの

判断は困難である。

③ 出土遺物 (Fig.31、Pla.17)

鉄製品

釘 (1"'7) 長さ6.1"'8. 1cm、茎部幅O.4"'O.5cm。頭部は偏平である。全体に木質がよく遺存

しており、 6の資料から棺材の厚さは2.5cm程度で、あったことが知られる。

万子 (8) 長さ7.5cm、刃部長3.7cm、刃部幅1.0cm、柄部最大幅O.7cm、最大厚O.3cmを測る。

(5) 10 号墓

①立地 (Fig.3) 

古墳の点在する丘陵の基部近くで、尾根頂部よりやや降った南斜面に位置する。

②遺構 (Fig.32、Pla.l3)

長径O.63m、短径O.59mを測る歪な円形を呈し、深さ約

O.25mで底は2筒所に怨みを有し平坦ではない。埋土は数

層に分層できるが、大半は炭化物を多く含む黒色炭層であ

る。上部にはその標式として 7個の栗石が配されている。

なお石を配した面と黒色炭層との聞に淡灰茶色土が認めら

れ、当初は若干の盛土が存在していたことを物語ってい

る。

遺物は、埋土中から鉄釘とみられる破片2点と、配石上

ョ・曲ヨ

- /1ヨ易易型~ 57.8m 

....-:;//-ぐ一二 イ
①淡灰茶色土 "、'li'l¥ W~I 
②黒色灰層 (i昆炭) 、三¥フ五又型t:P
③賞褐色風化土 \~ 

④暗灰色土

⑤明茶褐色土

面に須恵器杯a1点を検出した。杯aは直接関連しない可能性もある。

Fig.32 10号墓実測図

③ 出土遺物 (Fig.33、Pla.17)

須恵器

小杯a (1) 口径9.4、器高2.3cm、底径6.7cm。底部の境は明瞭

である。底部外面はへラ切り未調整。 8世紀代と思われる。

(6) 火葬施設 (Fig.20・34、Pla.l4)

①遺構

-29-

Fig.33 10号墓上面出土土器実測図



2 S T 016 

62.85m 

し議ぷ
2 S T040 

63.0m 

2S 丁目45

一一ート-A

崎恥李総議誘惑
1m 

Fig.34 火葬施設実測図

2 S X 048 (Fig.25) 

2 S T016 

O.65m XO.5mで深さO.25mの不整円形状を呈す

る遺構で、壁の一部が焼けている。

2 S T040 

平面五角形を呈するもので一辺は約0.4"'0.6mを

測る。東西に各 l個の凹状のピットを有している。

壁は全面焼けていた。

2 S T045 

O.95m XO. 7m、深さO.lmで北東隅がやや張り出

す長方形状を呈している。床面に小ピットが存在す

る。壁の一部に焼痕をとどめていた。

全て出土遺物はなかった。

2 S T046、047(Fig.20)も火葬施設の可能性がある。

[3Jその他の遺構と遺物

①遺構 (Fig.20)

2 S X 009 (Fig.20) 

5号墓の在る平坦部の南側にみられる凹み状の遺

構である。後世の段造成で北側を失う。南北6.2m、

東西5.0m分を検出した。

2 S X 028 (Fig.20) 

8号窯などのある丘陵頂部に穿たれた1.0mxO.5

mのピットである。

2 S X 055 (Fig.20) 

6号墓のある丘陵の東側斜面中位に位置する小

ピットで、径0.4mを測り、内部に土師器薬を埋置

するが、遺憾ながら調査中に荒らされ詳細は知り得

ない。

7・8号墓背後の丘陵頂部近くにある凹み状の遺構で、埋土中より緑粕陶器片を採集した。

2 S X031 (Fig.20) 

-30-



8号窯のある丘陵の頂部付近に設けられた土境状遺構である。長さ2.4m、幅1.4mを測り 2段

に穿たれる。下段は長さ1.5m、幅0.9mで、最深部は深さ0.45mで、ある。

いる。

2 S X048出土土器 (Fig.35、Pla.18)

緑紬陶器 Fig.35 各遺構出土土器実測図

皿 (2) 径8.2cmの蛇目高台を有する。胎土は土師質で明茶白色を呈し若干の小砂粒を含んで

②遺物

2 S X009出土土器 (Fig.35)

土師器

小皿a (1) 口径10.2cm、器高

1.6cmで、底部は丸い。底部外面はへラ

切未調整で板状圧痕がある。 11世紀

後半の大宰府で主流をなす形式であ

る。

2 S X028出土土器 (Fig.35、Pla.l8)

土師器

小護a (3) 口径17.4cm、器高

13.0cmで、平底に近い底部を有する。

体部は直立気味にたち上がり口縁部

は折り曲げによる。口縁部はヨコナ

デ、体部外面はタテ方向のハケ目、

体部内面は下から上ヘ向かうへラケ

ズリである。

他に土師器高杯の残欠を検出して

ミミ三とョ〆イ
25 X 048 

‘ナ一一七工コ:
25 X028 
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25 X 055 

』二
10cm 

いるが精良なものである。内外面ともに施粕され、明黄濁色に発色し光沢がある。同一個体とみ

られる小片を 3片検出している他、須恵器薬の小片、瓦片を検出した。

2 S X055出土土器 (Fig.35)

土師器

薬a (4) 口縁部を失う。腕部最大径15.4cmを測り丸底である。外面はタテ方向のハケ目、

内面は下から上ヘ向かうへラケズリである。

表土出土遺物 (Fig.36、Pla.18・19)

縄文土器

つd
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Fig.36 表土出土遺物実視IJ図

粗製深鉢(1・2) は口縁部片で、わずかに外面へ開くものと思われる。外面上位には粗雑

化された 3条の弧線文を配する。 6号墓の在る丘陵北斜面出土。 2は胴部(屈曲部〉の残欠であ

る。屈曲部外面にリボン状の突起を貼り付ける。外面の屈曲部以下は二枚貝の腹縁によるとみら

れるヨコ方向のナデが施される。古墳群の展開する丘陵東端の斜面中出土。 1は縄文晩期前半ご

ろ、 2は縄文晩期中葉ごろの所産とみられる。

弥生土器
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~ (3) 口径12.6cm、器高16.4cm、底径8.1cm、胴部最大径16.4cm。平坦な底部からたち上が

る体部は中位に最大径をもち内轡しつつ口縁部に至る。全体に風化が進んでいるが外面の一部に

タテ方向のハケ目がある。

石器

4は圭質泥岩を用いた片刃石斧で、ある。扇平と柱状の中間的形態を呈している。刃先はやや鈍

化するが、刃こぼれはみられない。基端部は複数回の衝撃により欠損し、原形を保っていない。

刃面のない側の面で、その中位の両サイドに欠損して磨耗した部分が見られ(図中司)この部分

が束縛位置であると推定される。この束縛痕の位置は、扶入柱状片刃石斧の扶りが刃面の対面に

あることと矛盾しない。 7・8号墓の在る丘陵先端の谷部表土出土。 5は安山岩を素材とする肉

厚の横長剥片を利用するもので、打面には原石の表皮を残している。刃部は横に長い下端部を両

面から不規則に打ち欠いて作り出している。これは、縄文後・晩期以降の北部九州でよく見られ

るタイプの刃器である。 8号墳表土中出土。

須恵器

円面硯 (6) 小片であるが底部復原径24.0cm、高さ6.5cmを測る。山部上面と底端部をヘラケ

ズリする他はヨコナデである。海部外側の突帯は貼り付けによる。透しは無いものと思われる。

5号墓の西側丘陵東斜面中出土。 7世紀と思われる。

土師器

盤C(7) 口径29.2cmを測り高台部を失うが、器高はおよそ7.0cm、高台径はおよそ14.0cmに

なるものとみられる。円轡気味の体部を有し、口縁内面に軽い稜を有する。端部は丸味を帯び

る。体部内面及び、外面上半はミガキム外面中位以下及び底部外面は回転ヘラケズリされる。 6

号墓の在る丘陵北斜面出土。 8世紀後半と思われる。
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N.調査のまとめ

田章で報告した主要遺構の、調査における所見を略述してまとめとしたい。

CIJ古墳

造営時期

今回の調査で検出し得た土器群は質量共に乏しく具体的な年代を決定し得るとまでは言えない

が、いくつかの資料からおよその年代を求めることができる。

まず9号墳主体埋土中出土の長頚査は、那珂川町油田4号墳周溝内出土資料(1)や峠山 l号墳出l

土資料(2)などに近似するものを求めることができる。峠山 1号墳は柳田康雄氏の説く IIa期(2)に

該当する。 9号墳西裾部検出の壷は、宮ノ本5号墳出土資料(3)や西新町遺跡D地区第 1号住居跡

出土資料(4)に近似する。また複合口縁の護は同じく西新町遺跡D地区8号住居跡資料(4)に類例を

求められ、壷・警ともに常松幹夫氏の言う西新町田式(5)に該当する。

8号墳出土の小型丸底壷は春日市原2号墳出土資料に類似する。

類例を求め得た資料から推察すれば宮ノ本古墳群出土の土器群はおおむね西新町"III式の土器群

や柳田 IIa期の土期群に含まれてくるものと考えられる。こうした点から本古墳群の造営時期は

所謂「布留式」の古相段階に位置付けられるものと思われる。

墳丘・周溝・主体部

墳丘は 9号墳が高さの上で最も高いが盛土の量は少ない。他の 3基は低墳丘であり盛土の量も

ごくわずかである。盛土の状況は特徴的ではなく版築状の積土も認められず、第 1次調査で検出

した 1"-'6号墳の状況と同じである。

周溝は7・8号墳 バ

は明瞭に遺存するが よ

9号墳ではその存在 l¥ 
;or 

を明確にし難く、 10シ ロ

号墳の場合は東側が

流出しているので明

らかではないが、西

側には存在する。し

かし、全ての周溝は
主ここ壬づ

Fig.37 古墳群墓道推定図
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北西隅部で立ち上がり当初から穿たれた形跡はなく陸橋的施設として故意に掘り残された可能性

が強い。さらにこれと対応するかのように主体部掘方の輪郭が北西隅で若干ではあるが乱れてい

たことと併せると、陸橋部を通り主体部北西隅から遺体を埋葬する行程を想定できる。このこと

から丘陸北側(造成により旧状は知り得なしうに各古墳へ通じる一連の墓道の存在した可能性が

強いと考えられる。 (Fig.37)

最後に主体部の構造であるが、最も大きい 9号墳は割竹形木棺粘土榔、 7・10・11号墳は箱式

石棺、 8号墳は石蓋土墳を主体部としている。これらと同時期の造営と考えられる油田古墳群(1)

や炭焼古墳群(7)とは主体部の在り方の上で類似する傾向があり、宮ノ本古墳群はこの時期の古墳

群の典型的な様相を呈するものと考えられる。

C2J墳墓

各遺構ごとに略述する。

5 号墓

近似例は火葬施設の一群に見受けられる。篠振遺跡ST026(8)や剣塚2号火葬墓(9)、干隈2号火

葬墓(10)はその好例である。 5号慕の場合、焼壁は認められないものの周辺には 2S X016、 2 S 

X040が存在し、その立地からも火葬施設として捉えた方が妥当かも知れない。またこの 5号墓

から検出された釘の形状は 6号墓検出の釘と同様に折り曲げられており、使用方法の近似に興味

の持たれるところである。

造墓の時期について知ることのできる資料は検出されておらず詳細は不明と言わざるを得ない

が、火葬施設の一群として捉えることが可能であれば中世中期~末期の所産である可能性が強

し、。

6 号墓

特殊な形状に変形させられた釘を使用する木棺墓で、釘は四隅にのみ用いられたようである。

釘の出土状況は原位置を保持しておらず、また釘の打ち込み方法に一考を要するため棺の復原に

は至っていない。ただ土墳の法量からみて、屈曲させた屍体か座位に近い状況の屍体を埋葬した

ものと考えられる。

造墓の時期を決定する遺物に乏しいが、釘の形状が先述の 5号墓に近似しており、それに近い

時期を考えておきたい。

7 号墓

把手付短頚査の例として太宰府近郊では結ヶ浦火葬墓(12)が著名である。和同開琢を伴って出土

しており、和銅元年 (708)以降の奈良時代前半と考えられている。同タイプの壷で具体的な年代

F
h
u
 

円
ペ
U



12 ~pcm 

1. 大宰府政庁南門

2. 大宰府政庁中門

3. 結ヶ浦火葬墓

4. 僧道薬墓

Fig.38 須恵器短頚査の諸例(1/4) 

が知れる資料としては、僧道薬墓(13)がある。共伴する墓誌の銘文に和同 7年 (714)とあり、この

形式の存在する一つの時期を示唆するものである。この両者と比較すると、本例は把手の位置、

口縁部の形状などで結ヶ浦火葬墓例にかなり近似している。道薬墓例は高台が外方にかなり張り

出し古い様相を呈しているが、 7号墓のそれは台形状の小さなものになっており、若干後出する

可能性が考えられる。

把手のない短頚査の資料では大宰府政庁中門・南門から各々検出(14)されており、なかでも中門

の資料は調整や形態の上でかなり近似する要素を求めることができる。これらの壷は8世紀前半

から中頃と考えられている(15) (Fig.38) 

上記の所見から 7号墓は8世紀前半から中頃に造営されたものと考えておきたい。

8 号墓

須恵器長頚査の例は大宰府政庁中門跡出土のものが著名である。これと比較すると法量の上で

はほとんど変わらないものの仔細な点で若干の異なりをみせている。頚部に配される沈線や口縁

no 
q
ペ
U



外面の小さな段の有無、高台の形状などが掲げられ、 8号墓の資料は若干繊細的な製作手法が窺

える。ただし、これをもって時期差とするのは困難であり、中門出土資料とおおむね同時期と考

えて差し支えないと思われる。

蓋に転用されている土師器椀Cは直接該当するような資料は見出せないが、大宰府史跡SD

2340下層出土の杯(16)と比較すると宮ノ本8号墓資料の方が体部を内轡気味にっくり、調整も丁寧

な手持ちへラミガキを施すなど若干古い要素をもっているものと思われる。また条坊19SX 

075(17)出土の椀Cは下半のみの残欠であるが、形態の上で8号墓資料に通じるところがある。条

坊19SX075は8世紀前半から中頃に考えられており、大宰府史跡SD2340もおおむね同時期か

やや降る程度のものとみられている。これらの点から 8号墓の造営を 8世紀前半から中頃と考え

ておきたい。

2 S X054 

7・8号慕と一体に捉えられるテラス状遺構である。造墓に伴い造営されたことは明らかであ

る。これと同様の形状を示すものに宮ノ本 1・2号墓に伴うとみられるテラス状遺構(18)(以下宮

ノ本 1次テラスと略称する〉と篠振遺跡Sx01d
8
)が知られる。

宮ノ本 1次テラスは各墳墓の造営に伴い随時設営されたものとみられるが(19)、全てを併せると

かなりの規模で造成されていることがわかる。この造成はその墳墓の年代の検討によって 8世紀

末葉から 9世紀後半までの間に造られたもの

とみられ、形状や遷地を考慮すると 9世紀中

頃まで下限を遡らせることができょう。

篠振遺跡SX010はそのテラス部分に展開

される火葬墓など諸施設と出土土器から、お

おむね8世紀代の所産とみられる。 (Fig.39)

この 2S X054も7・8号墓の年代から 8 Fig.39 テラス状遺構の一例(篠振遺跡SXOIO) 

世紀前半から中頃に造営されたものとみられ、前例と年代の近似することは注目されよう。

遷地についても上記3例は近似する。いずれも丘陵頂部に造営されず、山頂部を見ることので

きる丘陵中位に設営され、方向は全て平野部又はそれに通じる谷部(墓道の存在を予想できる〉

に向いており、前方は開けている。こうした遷地の状況は奈良県太安寓目墓にもみることがで

き、同時代の共通性を窺うことができる。

さて、この 2S X054をはじめとするテラス状遺構であるが全て造墓に伴う墓域設定作業の一

段階であり、他地域に今後検出される可能性も多分に考えられるが、現段階では大宰府最盛期に

おける造墓の特色として捉えておきたい。各墳墓は、葬法において土葬・火葬の異なりをみせて

いるにもかかわらず一貫して類似施設を伴っている事実も興味深く、今後この時代の葬送を考え

る上で重要な視点になるものと思われる。
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2号事

18号墓
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Fig.40 君ヶ畑遺跡、木棺墓(報告書掲載図を一部改変)

9 号墓

44.3m 

1m 

太宰府における歴史時代の木棺纂は 7世紀後半頃から12世紀後半ごろまで知られている。 9号

墓の場合、時期を決定し得る遺物が検出されなかったため他の類似遺構をもってその造営年代を

推定してみたい。
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まずこの遺構の特色として造墓に先立ち斜面をごく簡単ではあるが段造成することと、多量の

鉄釘を用いて棺を作る点とにあると思われる。

造墓に先立つ造成については前項に記したとおり 8"-'9世紀の太宰府において知られるところ

であり、 9号墓もこの類として捉えられるものと判断される。ただ他例に比較して規模は大きい

ながら主体となる墓に伴うテラス部分が小さく、簡素になっている傾向が窺われ、前例のものよ

り後出する可能性を考えておきたい。

鉄釘については9号-墓と同様に30本近い釘を使用する例が大宰府でいくつか知られている。君

ヶ畑2号墓(20)は27本検出され棺長1.80m、棺幅0.47m、同18号墓では25本検出され、棺長.1.50m程

度に推定されている。各々の墓はその出土土器から 2号墓が9世紀中頃、 18号墓が9世紀後半に

位置付けられている。 (Fig.40)また宮ノ本2号墓(3)では38本検出され、棺長1.90m、棺幅0.42m

と推定されている。同 3号墓では50本検出され棺長2.00m、棺幅0.60mと考えられている。 2号

墓は 8世紀末から 9世紀初頭、 3号墓は 9世紀中頃から後半と考えられている。さらに原遺跡

S X01(21)は、鉄釘60本を使用し且つ竪穴式石室としづ特異な形式の墓である。時期決定の要素を

欠くが、近年の原遺跡の調査で原山無量寺造営以前は奈良時代から平安時代にかけての葬送の地

であった可能性の強いことが知られつつあり、 SX01もその範鴎で捉えることが可能である。

以上の例からみて、鉄釘を多量に用いる木棺は 9世紀を中心とした時期に考えることができ、

この 9号墓もおおむねそのころの造墓として捉えることができると思われる。

10 号墓

配石と鉄釘の出土、立地などの点から火葬墓の可能性が強いものと推定される。配石上面から

検出した須恵器は8世紀代のものであるが、直接関連するものか杏かは決定し難しく造墓年代の

推定は困難である。

火葬施設

今次の調査では確実にそれと判断されるものは3基検出された。第l次調査ではSX04、05の

2基が確認されている。いずれも丘陸上の一段下った部分(第 1次調査では古墳の問、第2次調

査では丘陵隆起間の平坦部)で検出されており、立地に共通性が見出せる。しかし近接する篠振

遺跡や太宰府東辺の宝満山遺跡、太宰府天満宮後背地では尾根上に展開されるのが通例であり、

宮ノ本遺跡とはやや異なった様相を呈している。いかなる理由によるものかは今明確にし得ない

が、今後の資料の増加をまって検討していきたい。

〈註〉

( 1) 渡辺正気・柳田康雄『油田古墳群~ (那珂川町文化財調査報告書 第 l集)1969 
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(3) 山本信夫ほか『宮ノ本遺跡~ (太宰府町の文化財 第3集)1980 
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(9) 石山勲ほか『九州縦貫自動車道関係埋蔵文化財調査報告~ -XXN- 1978 

(10) 井沢洋一『干隈遺跡』干隈遺跡調査会 1985 

ω 渡辺正気「和同銭副葬のー蔵骨器J~九州考古学~ 1号 1957 
ω 上野精志『九州縦貫自動車道関係埋蔵文化財調査報告~ -XX-1978 
(13) 飛鳥資料館『日本古代の墓誌~ 1977 
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(16) 石松好雄ほか『大宰府史跡一昭和58年度発掘調査概報一~ 1984 

間 山本信夫『大宰府条坊跡目~ (太宰府市の文化財第8集)1984 

団 山本信夫「太宰府市の文化財J~大宰府の歴史~ 7 西日本新聞社 1986 
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(20) 前川威洋『福岡南バイパス関係埋蔵文化財調査報告 第 7 集~ 1977 
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宮ノ本 1~3 号墓、年代の再検討

1. 3号墓出土黒色土器の年代観

① 黒色土器杯 Cの類例

宮ノ本3号墓出土

条19SD070上層出土

大70SK 1800出土

② 杯 Cの型式と年代

③ 大宰府周辺在地土器の形式と年代

2. 宮ノ本2号墓、土師器の年代観

3. 1"-'4号墓の構成順序

① 遺構上の比較

② 墓の位置

③ 1号墓の年代観及び墓の造営順位に関するこ、三の説

岸俊男氏

高倉洋彰氏

④ 墓の造営順位のまとめ

4. 宮ノ本1次調査、遺構の補足

1 SX016 
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宮ノ本 1----3号墓、年代の再検討

官ノ本 1次調査における 1"-'3号墓の年代は、 8C後半"-'10C前半と報告していた。*1最近、

発掘調査で得られた資料から若干、年代の幅が狭められる可能性がでてきたので、ここで年代観

の修正を行なっておきたい。

1. 3号墓出土黒色土器の年代観

① 黒色土器杯 Cの類例 (Fig.41)

宮ノ本3号墓出土 lはB類(内外を:壊す〉杯 C

で内外面にミガキ c(ジグザグに交叉する細し、ヘラ

ミガキ〉を加える。 ミガキは細くかっ丁寧、徹密に

なされる。体部は直に近く開き、底部はヘラ切り

後、高台が貼付けされる。体部最下位には少し屈曲

をもっ。体部外面下方はヘラ削り後ヨコナデされ、

高台部周辺はヨコナデされる。口径は12.0cm、器高

は3.4cm。

大宰府条坊跡19次溝SD070上層出土*2 2は内

面のみを爆すA類。内面には細かし、ミガキ c、外面

¥子雪長矛

Eニコ

Fig.41 黒色土器坪 C
(1/3) 

1.宮ノ本3号慕B類

2.条19SD070A類

3.大70SK1800B類

10cm 

にはミガキ a (回転を応用した平行のヘラミガキ〉を施す。 ミガキ aは8C後半に多い手法であ

る。体部は直線的で、器肉は薄く、口縁部、 l高台部などのっくりは細目であるがシャープであ

る。口径12.9cm、器高2.9cm。共伴する在地の土師器、須恵器は大宰府V、M型の 2型式および

V"-'VIのどちらかの型式に属するものがある。遺構の新旧関係、層位関係を考慮すると溝の埋没

年代を示すのはW型式である。

*3 大宰府史跡第70次土壌SK 1800出土 3はB類。皿として報告されている。 ミガキは体部内

面を密に、内底や体部外面は雑に行なっている。体部は直線的であるが最下位に少し屈曲をも

っ。口径14.0cm、器高3.3cm。共伴する在地の土師器、黒色土器は多く、四型式に属する。

② 杯 Cの型式と年代

官ノ本3号墓の杯 Cは上記8K1800に近く W型式に属する。 M型式の198D070出土杯 Cは、

形態、手法、っくりの繊細さなどすべての点からみてvn型式の8K1800より古い特徴を有する。

また、このような特徴をもった黒色土器は咽期以降は例をみない。先の報告では、これらの類例

に乏しかったので、一例として土師器杯&の法量と器形に注目して 3号墓杯 Cの年代を上限 9C
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中頃~下限10C前半と推定した。今回の検討によって 9C中頃"-'9C後半に年代が限定される事

になる。*4

③ 大宰府周辺在地土器の型式と年代 (tab.1 ) 

在地土器(土師器・須恵器〉型式については下記のように分類、整理される。

tab.l 大宰府型式と標式遺構、推定年代の一例
(*1986山本作製)

型 式 標式遺構 関係遺構 推定年代 o "'century 

大宰府 V 大43 S E 1081 大43 S K1084 80後半~末
または800年前後

u 大18 S E400 (宮ノ本 2号墓〉

条19 S D070 
90前半 (初頭~中頃)

筑 6 S K053 
大46 S E 1340 

W 大70 S K1800 筑 5 S K045 
90中頃~後半

(宮ノ本 3号墓)

VIII 大35 S K678 南・君畑18号墓 90末"-'100初頭
条15 S K075 または900年前後
条15 S D010 

条24 S K1l5 

大96 S E2845 
条17 S E 002 

条16 S K090 

S K089 

医 大34 SK674 
大74 S D205A一一i一一一一延長 5(927) 

大65-2 S E 1558 筑 土境1 1 00 中頃

(凡例〉 大…大宰府史跡・九州歴史資料館の調査 筑…筑前国分寺跡

南…南バイパス(条坊跡)・県文化課の調査 条15 S K075…条坊15次の遺構番号SK075(土境〉

条…大宰府条坊跡・太宰府市の調査

2. 宮ノ本2号墓、土師器の年代観

出土した土師器、須恵器の法量、手法、形態から、 V型式の可能をもつもの(前回報告で(rr)と

したもの)と W型式(同様に(1)としたもの)に分類可能であるが、全体的にはM型式に考えられ

る。この点は以前の見解と異なるものではない。ただし現在は fig.1のようにV型式の 8C後半

を→ 8C後半~末、百型式の 90初頭→ 9C前半に年代観の修正を行なったので上限は 8C後

半、下限は 9C前半となる。またW型式単独と推定すると 9C前半のごく短期間に限定が可能で

あろう。
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3. 1""4号墓の構成順序 CFig.42)

1'""4号墓は造成されたテラス状の平坦面(幅5m、長さ20m)に営まれる。その配置はfig.42

に示される。 1号墓はテラスの西側、 4号墓は l号墓の下、 2号墓はテラスの中心に近く、 3号

墓は東端部に位置する。西から東ヘ 1. 2・3号墓はー列に並ぶ。

4号墓は火葬蔵骨器から 8C中頃に推定可能である。 1号墓は4号墓より新しいので 8C中頃

以降となる。 1号墓の共伴土器は無い。 1・2・3号墓の遺構のうえでの重複関係はない。 2・

3号墓の年代は共伴土器から、前述のように押さえられる。共伴遺物などから推定される墓の構

成順位は4号慕→ l号墓、 4号墓→ 2号墓→ 3号墓で、その関係は事実である。問題となる 1号

墓の順位は遺構の重複関係においてこれ以上つめることは困難である。 1'""4号墓の順位は、次

の数通りが考えられる。 4→2→3の関係は固定しているので、

④4→1→2→3 

①4→ 1 . 2→ 3 (1・2が同時)

①4→2→1→3 

③ 4→2→1・3(1・3が同時〉

G)4→2→3→1 

④~①の 5通りが考えられる。

① 遺構上の比較

O火葬墓は l号・ 4号墓

O釘木棺墓は 2号・ 3号墓

O外部施設、石積墳丘 l号・ 2号墓

外部施設の点では 1. 2号は類似するが、内部主体については異なる。内部主体の関係では2

号・ 3号墓の類似性がある。

② 墓の位置

テラスは一度に造成されたのか、墓の増加に伴って、一部拡張されたのか不明である。テラス

の上方(北側)の段造成は l号・ 2号墓の規模と対応するかのように多少の出入りが観察され

る。 2号墓の周辺空間は遺構の規模に応じて広く設定されているようである。このことからテラ

ス造成は2次に及んだ可能性もある。

墓域を広くとり、墓地の中心にあたる墓は2号墓であり、その点を強調するならば他の 1・3

号墓より先行する可能性が与えられる。 1号墓と 3号墓の造営順位は不明であるが、 1号墓は外

部施設の構造、方位や墓域における墓の位置関係を考慮すると、 2号墓と比較的接近した年代が

与えられるので、 3号墓より古くなる可能性がある。
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10m o 

Fig.42 1 ~ 4号墓遺構配置図ーrp-テラス範囲-;::::""旬、保存部分

③ l号墓の年代観及び墓の造営順位に関する二、三の説

l号墓は重要遺物の買地券を出土したが、時期を確定できる共伴遺物はない。 8C中頃以降と

いう年代の上限が与えられているにすぎない。こうしたことから 1号墓についていくつかの年代

観が提示されている。

岸 俊男氏 買地券の銘文にある人物名、内容などと史料との比較から年代を推定された。そ

の一部を引用すると「……好雄という人名は8世紀以前にはほとんどなく、また『好』という字

が人名に用いられるのも 9世紀中ごろ以降である。六国史を検すると『好雄』とし、う人物は3人

ほどみえるが、いずれも承和一貞観 (834，-....，876)ごろである。これらの点から推せば買地券は9

世紀中ごろ以降のものとみられるが、承和7年 (840)に亡くなった淳和上皇の御葬料として絹・

調布・銭・鍬などが充てられているのは買地券の品名と一致し、興味深い。……J(毎日新聞 昭

*5 和54年12月8日夕刊〉 。岸氏の見解は、買地券銘文の背景から導き出された年代観であるため

興味深い。上記のように l号墓を 9C中頃(または前半〉以降と仮定すると、墓の構成順位は①

4→2→ 1→ 3か、③4→2→ 1・3か、①4→2→3→ lの3通りが考えられる。前節の l→

3をとり入れれば①案が有力となる。
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高倉洋彰氏 当時調査担当者の一人であった高倉氏は独自の解釈をとる。 r( 1号墓は〉そうす

ると (9世紀中頃以降とすると)墓は4→ 2→ 1または3号の順となり、右往左往のうえ火葬と

土葬を繰り返すことになる。これは4→ 1→ 2→3号の頗とみるべきである。そうすれば墓は西

から東へ移り、火葬から土葬へと無理なく変化するJ(図説発掘が語る日本史 6 九州・沖縄

編〉。つまりこの意見によると l号墓の年代は 8C後半を前後した頃となり、前掲した墓地構成

順位の④案に限定した考え方をとる。

④ 墓の造営順位のまとめ

1"'-'4号慕の造営順位は前掲のように数通りの解釈が可能であって、今のところ高倉氏の案は

可能性の 1つにすぎない。墓が西から東ヘ移動した調査の事実関係もえられていない。これまで

分析したことのまとめに、別の仮説を一案あげておこう。①土器からみて 4→ l→ 3号墓の造営

順位は誤りない。②外部施設の共通点や配列から 1・2号墓は年代が接近している。③墓域にお

ける個々の慕の位置関係や占有状態では2号墓が中心的で 1・3号墓より先行する可能性があ

る。④テラス状の造成は2次に及んだ可能性がある。⑤ l号墓出土寅地券文中の人名「……好

雄」については史料から834"'-'876年に類例があり、「好」字が人名に用いられるのは 9C中頃(前

半〉以降。⑥「……雄」字の人名は神亀3年 (726)の石上朝臣勝雄が最初で、以後も少ない。*6⑦

史料、淳和上皇 (840年亡〉の御葬料に充てられた絹・銭・鍬の記事は l号墓買地券の品名と一致

する。①~⑦を整理すると、墓の構成順位は①4→ 2→ 1→ 3号墓の案がもっとも確率的に妥当

ではないかと思われる。しかしこれも可能性のー案

であることを断言しておきたい。*7

4.宮ノ本 1次調査、遺構の補足

CFig.43・44)

前回の報告で欠落していた遺構の補足説明を行

なっておく。

1 SX016 1号墓の西側 5mに位置し、墳墓群

と関係すると思われる。円形ピットで南北方向の直

径は0.77m、深さは0.20m弱。全体に 5"'-'17cm大の

小礁をつめていたが、調査中に盗掘をうけ小礁の一

部は抜き取られた。 1"'-' 4号墓を造る際に造成した

テラス平坦面の最西端に位置する。遺物は出土して

いない。

*1 山本信夫・高倉洋彰・横田義章・中間研二 「宮
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Fig.43 宮ノ本 1S X 0 16 (1/20 ) 
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Pla. 2 

古墳群間査後全景(空中写真)
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粘土被麓状況
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Pla. 6 

9号墳主体部
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主体部断割状況
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Pla. 9 

5号墓他全景(空中写真)
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